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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、心理教育を応用した精神障害者の地域生活セルフケア支援モジュー
ル（以下、支援モジュール）を開発することであった。その過程では、[研究1]訪問看護実践の実際と地域生活
支援の過不足の明確化、[研究2]心理教育を応用した支援モジュール（精神障害者のセルフケアを8領域のテーマ
に分類して作成）の開発、[研究3]訪問看護実践における支援モジュールの有用性の検討を行った。支援モジュ
ールの有用性検討は、精神障害者に対応可能な訪問看護ステーションに所属する看護師を対象として、定量的デ
ータを収集し解析解析した。結果、開発した支援モジュールは看護師の仕事意欲向上に有用であることが示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a psychoeducation-applied community
 life self-care support module for mentally handicapped persons (support module). In the process, we
 clarified the actual state of home nursing practice and excess or deficiency in community life 
support [Study 1], developed a psychoeducation-applied support module (prepared by classifying 
mentally handicapped persons’ self-care into 8-field themes) [Study 2], and examined the usefulness
 of the support module for home nursing practice [Study 3]. To examine its usefulness, quantitative 
data were collected from nurses belonging to home nursing stations where the management of mentally 
handicapped persons is possible (stations), and analyzed. The results suggested the usefulness of 
the support module for improving nurses’ motivation to work.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
開発した支援モジュールの意義は、①精神科訪問看護師が限られた時間と回数の訪問場面で、必要な支援をタイ
ムリーに提供する際のツールになり得る、②精神科訪問看護師が支援モジュールを活用することにより、精神科
訪問看護そのものの質向上に繋がる、③精神障害者が適切なセルフケア支援を受けることにより、安定した地域
生活を継続することができる、という3点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
精神科平均在院日数は漸減傾向にあるが、退院 6 ヵ月後の再入院率は 3 割に上り入退院を繰

り返す患者の多さが社会的な問題となっている。地域で暮らす精神障害者が良質な地域生活を
送るには、服薬継続のみならず、生活リズムの調整、他者との良好な関係の維持等、生活全般に
わたり主体性を尊重したセルフケア支援が不可欠である。このセルフケア支援をモジュール化
し心理教育を応用して展開することができれば、その時々に必要な支援をタイムリーに提供す
ることが可能となり、精神障害者の QOL 向上に貢献できると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、[研究 1]訪問看護実践の実際と地域生活支援の過不足を明確化し、[研究 2]

心理教育を応用した支援モジュールを開発した後、[研究 3]訪問看護実践における支援モジュー
ルの有用性を検討することであった。 
 
３．研究の方法 
 [研究 1]では、訪問看護実践の実際と地域生活支援の過不足の明確化するために、ステーショ
ンに勤務する看護師を対象にしたインタビューを実施した。その結果を基にして、現行の訪問看
護実践における地域生活支援の内容の過不足を明確化した。 
[研究 2]では、[研究 1]の結果及び関連文献を基にして、精神障害者のセルフケアを 8つの行

為に焦点化して作成した支援モジュールと支援モジュールの活用方法を簡潔に解説した支援モ
ジュールの活用手引きを作成し、ステーション管理者の協力を得て内容妥当性検討を行った。 
 [研究 3]では、ステーションに勤務する看護師を対象に、支援モジュールの活用方法を解説す
る研修会を実施し、その有用性を検討した。研修会は集合教育と個別教育で構成し、有用性の評
価は一般性セルフ・エフィカシー尺度（general self-efficacy scale; GSES）、看護師の仕事意
欲測定尺度（佐野・山口、2005）、及び独自の質問項目による定量的データを基に行った。デー
タ収集時期は、研修会前、研修会後、1か月後の 3 時点とし、いずれも web 調査システムを用い
て行った。 
 
４．研究成果 
 ここでは、[研究 3]に協力した対象者のうち、欠損値のない 15 名を分析対象とした（「表：研
究協力者の概要」参照）。分析結果の概要については、表の「各尺度の 3時点における得点の変
化」に示す。本研究によると、支援モジュールの活用方法を解説する研修会は、研修会に参加し
た看護師の自己効力感向上に貢献しないが、仕事意欲、とりわけ現在の仕事に関する仕事意欲の
向上に寄与するものであった。 
1）研究協力者の概要 

 

（ N＝15）
ｎ %

年齢 20歳代 2 13.3
30歳代 3 20.0
40歳代 9 60.0
50歳代 1 6.7

性別 男 3 20.0
女 12 80.0

職種 看護師 17 100.0
准看護師 0 0.0

認定資格の有無 有 0 0.0
無 15 100.0

臨床看護経験年数 5～10年未満 4 26.7
10～15年未満 3 20.0
15～20年未満 1 6.7
20～25年未満 5 33.3
25年以上 2 13.3

精神科臨床経験 5年未満 1 6.7
5～10年未満 4 26.7
10～15年未満 3 20.0
15～20年未満 1 6.7
20～25年未満 5 33.3
25年以上 1 6.7

訪問看護経験年数 5年未満 10 66.7
5～10年未満 3 20.0
10～15年未満 1 6.7
15～20年未満 0 0.0
20～25年未満 1 6.7

精神科訪問看護経験年数 5年未満 9 60.0
5～10年未満 5 33.3
10～15年未満 1 6.7

役職 スタッフ 12 80.0
主任 2 13.3
所長・総括管理者 1 6.7

雇用形態 正規 12 80.0
非正規 3 20.0

最終学歴 専門学校 14 93.3
短期大学 1 6.7

医療機関の併設状況 病院併設型 13 86.7
単独型 2 13.3

一般（身体科）訪問看護の実施状況 行っている 2 13.3
行っていない 13 86.7

研究協力者の概要



2）有用性の検討 

  

F ｐ
自己効力感（GSES）合計得点 1回目 6.90 4.30

2回目 6.40 4.50
3回目 6.50 3.90

仕事意欲       合計得点 1回目 56.90 6.20
2回目 56.00 5.90
3回目 59.70 6.40

現在の仕事 1回目 37.10 4.90
2回目 36.20 5.10
3回目 39.10 5.10

将来的な仕事 1回目 19.90 2.40
2回目 19.80 2.00
3回目 20.60 2.30

ANOVA:反復測定による一元配置分散分析、多重比較：Bonferroni
＊ｐ＜0.05

3.44 0.46

4.37 0.22

1.02 0.38

各尺度の3時点における得点の変化（n＝15）

0.49 0.62

ANOVA
多重比較時期 平均 SD

*

*
*

*
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